
奈良県の公立高校入試には，主に特色選抜と一般選抜があります。
特色選抜は専門学科･総合学科･普通科の一部コースで実施し，一般選抜はそれ以
外の普通科などで実施します。
いずれの選抜も基本的に定員の100％を募集するため，各学科における入試の
チャンスは１回きりと考えておきましょう。
各選抜の合格者が定員に満たない場合，特色では一般，一般では二次募集で追加
の選抜を行います。

出願は基本的に１校１学科のみですが，一部，同一校内で第２志望まで出願可能
な場合があります。詳細は各学校の要項で定められていますが，基本的には似た
分野について学ぶ学科間で認められています。

奈良県 公立高校の入試制度

入試概要

いずれの選抜でも，調査書は重要な資料となります。下記の項目が用いられます。

●学習成績

・２年次と３年次(２学期末or12月末まで)の成績が用いられる。
・９教科について５段階で評価する。
・2年次：３年次 ＝ １：２ として，合計135点満点。
・３年次の成績は 「①３年次の総合評価を２倍する」「②１学期の成績と２学期
の成績を合計する」 のどちらかの方法で算出。

●特技に関する記録[体育]

・添上(スポーツサイエンス科)，大和広陵(生涯スポーツ科)の特色選抜で利用。

●その他の記載事項

・学習活動の記録
・特別活動の記録
・行動の記録
・スポーツ･文化活動等の記録

調査書

【2024年度版】

出願期間 検査⽇ 合格発表
特⾊選抜 2/1(⽊)〜13(⽕) 2/16(⾦)･17(⼟) 2/22(⽊)

⼀般選抜 2/26(⽉)〜3/4(⽉) 3/8(⾦) 3/15(⾦)

⼆次募集 3/18(⽉)〜21(⽊) 3/25(⽉) 3/26(⽕)

【２年:９教科×５】＋【３年:９教科×５×２倍】＝135点満点



特色選抜では，学力検査に加えて学校独自検査･面接･実技検査から各校が１つ
以上選択して実施します。

・学力検査：全ての学科で実施します。国語･数学･英語の３教科，各40点満点です。

・学校独自検査：学校が作成した独自問題(学力)や，口頭試問，自己表現に関するものなど。

・面接：面接実施校に出願する場合は，出願時に「自己アピール文」を提出します。

それをもとに志望動機や学習に対する関心･意欲などについて質問します。

・実技検査：農業，体育または芸術に関する学科で実施します。

●合否判定

合否判定には次のⅠ～Ⅲの資料を活用します。

基本的にはⅠ＋Ⅱの合計が高い順に合格としますが，各校でⅢのうち重視する項目を決定し，
その評価を加えて合格を決定できる枠(合格人数枠)を設けることができます。

※学力検査及び調査書の学習成績は各校で加重配点を行うことができます。

特色選抜

一般選抜は学力検査のみです。特色選抜の追加募集も同じ学力検査を受検します。

・学力検査：一般選抜では，国語･社会･数学･理科･英語の５教科，各50点満点です。

＜特色選抜実施校の一般選抜(追加募集)＞

・特色選抜に出願し，合格とならなかった人のみ出願できます。
・特色選抜実施校の追加募集のみに出願することはできず，必ず一般選抜のみ実施する学校を

併願しなければなりません。その際，特色選抜実施校が第一志望となります。
・学力検査は，一般選抜のみ実施校で受検します。

●合否判定

合否判定には次のⅠ～Ⅲの資料を活用します。

基本的にはⅠ＋Ⅱの合計が高い順に合格としますが，各校でⅢのうち重視する項目を決定し，
その評価を加えて合格を決定できる枠(合格人数枠)を設けることができます。

※学力検査及び調査書の学習成績は各校で加重配点を行うことができます。

一般選抜

Ⅰ．調査書の学習成績（＋特技に関する記録[体育]）
Ⅱ．学力検査＋実施した検査の得点
Ⅲ．調査書のその他の記載事項

Ⅰ．調査書の学習成績
Ⅱ．学力検査の得点
Ⅲ．調査書のその他の記載事項

※詳細は教育委員会の資料をご確認ください。


